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令和７年度丹波市の教育（実施計画）重点施策 （案）

１ 丹波市立教育支援センター「レインボー」の充実

丹波市立教育支援センターに医師・作業療法士・言語聴覚士を新規配置、臨床心

理士・指導主事の増員を行い特別支援教育の更なる充実を図るとともに、学生サポ

ーターの活躍機会を拡充し、不登校児童生徒の支援を充実させます。

２ 第２期GIGAスクール構想の実施

個別最適な学びと協働的な学びの一体的充実を推進するとともに、情報活用能

力をさらに育成するため、第２期GIGA スクール構想の一環として、児童生徒用の

端末を更新し、新たな学びを創造します。

３ 部活動の地域展開の推進

急激な少子化が進む中においても、将来にわたって中学生が継続的にスポーツ・

文化芸術活動に親しむ機会を確保し、中学校教員の負担軽減を図るため、部活動指

導員を増員するとともに、地域展開の受け皿となる団体との調整や地域クラブ大

会参加費等の援助により、部活動の地域展開を推進します。

４ 乳幼児期の教育・保育の推進

組織再編により認定こども園係と幼児教育係を統合し、包括的に認定こども園

を支援します。各種研修を充実させ、保育の質の向上を図るとともに園小のより一

層の連携を進め、こどもの育ちの円滑な接続を図ります。

５ 地域学校協働活動の推進

地域住民や学校関係者による懇談会を地域ごとに開催し、取り組むべき方向性

を共有するとともに、お互いに学び合い、つながりあう、学校（学び）を核とした

人づくり、地域づくりに取り組みます。
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６ 地域の教育資源をいかした学びの推進 

「地質」と「化石」を活用した学習施設の拡充により展示内容の充実を図り、令

和７年７月丹波竜化石工房を「（仮称）丹波市立丹波恐竜博物館」としてリニュー

アルオープンします。 

 

 

７ 親しみを感じる図書館づくり 

 本年度策定の丹波市立図書館ビジョンを基底に据えた「（仮）丹波市立図書館基

本計画（丹波市子ども読書活動推進計画）を市民参画により策定します。 

 

 

８ 市内全ての県立高等学校における高校魅力化支援事業の実施 

 令和５年度から１校ずつ実施してきた市内の高等学校のさらなる魅力化につい

て、市内３校すべてで実施し、地域への愛着・誇りをはぐくみます。、 

令和７年度から新たに、氷上高等学校の生徒が考案する弁当メニューの開発な

ど生徒のアイデアをいかした企画を支援します。また、生徒自身が栽培した野菜を

取り入れた弁当などを手軽に注文できるようアプリを導入します。 

 

 

９ 学校給食の無償化 

 給食の質を維持し食の安全を確保しつつ、丹波市のさらなる子育て支援施策と

して、中学校生徒全員の学校給食費を無償化し、保護者の負担軽減を図ります。 

 併せて、経済的理由により就学に援助が必要な準要保護世帯の小学校児童の学

校給食費についても無償化します。 

 

 

10 こどもたちの学びを支える環境の整備・充実 

熱中症対策として中学校体育館等の空調設備の設置、小学校特別教室の空調設

備設置実施設計に着手し教育に最適な環境の実現を図ります。 

また、こども提案による学校図書館づくりを各学校で展開します。 


